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年金記録問題の進捗状況を分かり

日本年金機構のホームページ

日本年金機構において行ってきた年金記録問題への取

やすく皆様に情報提供するため、日本年金機構ホームペ
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した。

各種事業について、これまでも定期的に進捗状況を公

より分かりやすくご確認いただけるよう、日本年金機構
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○ 今回、「最新の進捗状況」のトピックに「未統合記録（

「紙台帳等とコンピュータ記録の突合せの進捗状況」

記録の突合せの実施状況（機構作業の状況）」の直近

～５をご覧ください。）
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＜日本年金機構ホームページ トップページ画面＞

別紙１

別紙２へリンク



＜「最新の進捗状況」のトピックが掲載された画面＞

別紙２

別紙３へリンク

別紙４へリンク

別紙５へリンク

最新の進捗状況



未統合記録（５，０９５万件）の状況と今後の対応 

※端数処理の関係上、各項目の合計と未統合記録との間に差が生じる場合がある。

  ＜平成２４年１２月時点＞ 

人数ベース １，３２４万人 

受給者     ６３８万人 

被保険者等  ６８６万人 

日
本
年
金
機
構
に
お
け
る
紙
台
帳
検
索
シ
ス
テ
ム

を
用
い
た
持
ち
主
検
索
作
業
（
23
年
8
月
～
） 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
（
25
年
1
月
末
～
） 

① 基礎年金番号に統合済みの記録

 １，６８９万件 

③ 現在調査中の記録                ５万件
（ご本人からの回答に基づき日本年金機構で記録を調査中）

④ 名寄せ特別便等の対象となったが、未回答等の

ため持ち主が判明していない記録  ９０８万件 

⑤ 持ち主の手がかりが未だ得られて ９６１万件 

いない記録

② 死亡者等の記録 １，２０６万件 

〈解明された

記録〉 

２，８９５万件 

〈解明作業中 

又はなお解明

を要する記録〉 

２，２０１万件 
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再
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付
（
24
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2
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～
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・ご本人から未回答のもの

・「自分のものではない」と回答のあったもの

・未送達のもの 等 

ア．死亡したと判断される者の記録 ６５４万件

イ．脱退手当金受給済み等の記録    ５５２万件

⑥ ③～⑤の記録と同一人と思われる記録 ３２７万件 

・死亡していると考えられるもの

・国外に転居していると考えられるもの

・届出誤り（誤った氏名・生年月日）により収録されたもの 等
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紙台帳等とコンピュータ記録の突合せ事業の進捗状況（平成２４年１１月末）

○ 審査結果

65歳未満 65歳以上75歳未満 75歳以上 合計

20,827,175人 15,852,917人 19,321,341人 56,001,433人

17,419,855人 13,775,547人 14,147,903人 45,343,305人

(19,748,573人) (15,207,579人) (16,904,517人) (51,860,669人)

17,288,610人 13,290,488人 13,652,275人 44,231,373人

(18,927,024人) (13,854,754人) (14,701,303人) (47,483,081人)

131,245人 485,059人 495,628人 1,111,932人

(821,549人) (1,352,825人) (2,203,214人) (4,377,588人)

126,578人 457,362人 402,947人 986,887人

4,667人 27,697人 92,681人 125,045人

○ 年金回復見込額

65歳未満 65歳以上75歳未満 75歳以上 合計

51,564.6 万円 326,419.6 万円 870,309.8 万円 1,248,294.1 万円

98,255人 428,179人 381,932人 908,366人

5.2 千円 7.6 千円 22.8 千円 13.7 千円

年金回復見込額累計（年額）

年金回復見込額が増額となる受給者等の人数

増額となった者１人当たり平均（年額）

審査開始件数

審査終了件数

（括弧内は受託事業者終了までの件数。）

一致件数
(括弧内は受託事業者終了までの件数。）

不一致件数
（括弧内は受託事業者終了までの件数。）

職員確認済み件数のうちコンピュータ記録との不一致件数

職員確認済み件数のうち新規記録判明件数

○ ご本人への通知発送状況

65歳未満 65歳以上75歳未満 75歳以上 合計

96,708件 418,164件 348,697件 863,569件

76,581件 348,900件 283,662件 709,143件

記録判明に係る通知発送件数 4,566件 26,897件 87,767件 119,230件

うち、ご本人からの回答件数 2,724件 18,916件 60,570件 82,210件

注１）　突合せ作業は、年齢の高い受給者の方から順次、お一人お一人に紐付いた紙台帳等の突合せを行っており、進捗状況は人数ベースで把握している。
注２）　審査結果の人数については、年金の種類毎に把握していることから、複数の年金を受給されている方等について、一部重複して計上されている。な
お、

　重複分を除くため基礎年金番号（平成８年以前に失権された方は年金手帳記号番号）を基に審査終了件数を算出すると４３，７５２，３７０人（受託事業者
　　終了までの件数は４９，９５０，５６３人）となる。

注３）　審査対象者の年齢は、平成２２年１０月１日時点での年齢である。
注４）　不一致の案件はご本人に通知し確認をお願いした上で記録補正の要否を判断することから、最終的な結果ではないことに留意が必要である。

記録訂正に係る通知発送件数

うち、ご本人からの回答件数
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紙台帳等とコンピュータ記録の突合せ事業の進捗状況について（これまでの進捗の推移）
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863,569件

736,507件

600,783件

484,393件

439,772件

333,553件

246,983件

179,075件

105,948件

22,855件

4,093件

51,860,669件

47,120,191件

42,710,774件

36,700,945件

31,150,725件

26,008,969件

21,587,815件

15,981,679件

11,634,970件

7,990,793件

4,859,455件

※１ 記録判明ケース（突合せの過程において、ご本人の新たな記録が発見された場合）については、記録訂正通知発送に先立ち、
記録判明通知（平成24年11月末現在119,230件）を送付している。

※２ 審査終了の人数については、年金の種類毎に把握していることから、複数の年金を受給されている方等について、一部重複し
て計上されている。
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被保険者記録と厚生年金基金記録の突合せの実施状況（機構作業の状況）

（平成 24 年 12 月末現在）

受付件数

(※1)

第一次審査

終了件数

第一次審査

未了件数
うち 第一次審査・

回答終了件数（※４）

紙台帳等が国の

ｵﾝﾗｲﾝ記録と一致

（国の記録「正」と

して基金等に回答）

紙台帳等が基金記録と一致

その他

(※３)

国の記録「誤」として

基金等に回答(※２)

「訂正不要」の申出

あり又は受給者で

減額となるため

訂正しないもの

本人に記録訂正の

要否を確認したが

一定期間経過後も

申出なし

うち

記録訂正済

4,554,087

（100%）

4,000,494

（88%）

計
3,799,277

(83%)
2,841,319 362,369 355,148 47,843 13,209 534,537

553,593

（12%）
受給権者 1,572,797 1,137,985 211,521 207,514 38,512 3,913 180,866

被保険者 2,226,480 1,703,334 150,848 147,634 9,331 9,296 353,671

※１ 一人（一オンライン記録）につき複数の不一致の理由がある場合（氏名相違と標準報酬月額相違等）は、それぞれを 1件と計上。従って、表の数値は人数（オンライン

記録数）ベースの数値ではないことに留意が必要。

※２ 基金番号相違等の年金額に影響しないものを含む。

※３ 基金等から機構へ送付された時点で既に被保険者記録が訂正されており不一致が解消されていたもの、審査の過程で不一致がないことが判明したため返戻したもの等。

なお、一部拠点では基金への返戻分の受給権者・被保険者数を集計していないことから、その拠点の数値は回答済み件数の受給権者・被保険者割合で按分している。

※４ 平成 24 年 6 月公表（平成 24 年 5 月末現在）までの数値は、「第一次審査終了」としていたが、この中には、一部拠点において、審査は終了したが基金へ未回答の分も

計上されていたため、平成 24 年 11 月公表（平成 24 年 9 月末現在）から、基金回答まで完了したものを「第一次審査・回答終了」として計上することとした（なお、そ

の他の拠点は従来から回答終了件数をもって審査終了件数に計上）。
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